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序　　文
京都には数多くの有形無形の文化財が今も生き続けています。それら各々の歴史は長

く多岐にわたり、京都の文化の重厚さを物語っています。こうした中、地中に埋もれた

文化財（遺跡）は今は失われた京都の姿を浮かび上がらせてくれます。それは、平安京

建設以来 1200 年以上にわたる都市の営みやその周りに広がる姿をも再現してくれます。

一つ一つの発掘調査からわかってくる事実もさることながら、その積み重ねによってよ

り広範囲な地域の動向も理解できることにつながります。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、こうした成果を現地説明会や写真展、考古資料

館での展示、ホームページでの情報発信などを通じて広く公開することで市民の皆様へ

京都の歴史像をより実態的に理解していただけるよう取り組んでいます。また、小学校

などでの地域学習ヘの成果の活用も、遺物の展示や体験授業を通じて実施しています。

今後、さらに埋蔵文化財の発掘調査成果の活用をはかっていきたいと願っています。

研究所では、平成 13 年度より一つ一つの発掘調査について報告書を発刊し、その成果

を公開しています。調査面積が十数平方米から、数千平方米におよぶ大規模調査まであ

りますが、こうした報告書の積み重ねによって各地域の歴史がより広く深く理解できる

こととなります。

このたび建物新築工事に伴う史跡・名勝  嵐山の発掘調査成果を報告いたします。本報

告書の内容につきましてお気付きのことがございましたら、ご教示たまわりますようお

願い申し上げます。

末尾ではありますが、当調査に際して御協力と御支援をたまわりました多くの関係者

各位に厚くお礼と感謝を申し上げる次第です。

平成 18 年 10 月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢
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史跡・名勝　嵐山

１．調査経過

（１）調査に至る経緯
この調査は、京都市右京区嵯峨天龍寺芒ノ馬場町３-16 他で計画された建物建築工事に伴う発

掘調査である。調査地は、大堰川北岸の史跡・名勝嵐山の範囲内に位置する。

2006 年３月に、京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課（以下、「京都市文化財保

護課」と略す）の指導により、敷地内での各時期の遺構面の深さと遺構の遺存状況についての情

報を得ることを目的とした試掘調査（157 ㎡）を実施した。調査区は、指導により幅３ｍで東西

34 ｍのトレンチと、これに直交する３本の南北 10 ｍのトレンチが設定されていた。調査では現

地表下 1.2 〜 1.5 ｍで江戸時代後期から鎌倉時代の遺構を検出した。江戸時代の遺構には、東西

方向の石列や漆喰貼り部分がある。室町時代の遺構には、焼け瓦の詰まった溝状遺構があり、さ

らに鎌倉時代とみられる柱列も検出した。また、敷地の東端では大規模な現代攪乱坑を確認した。

試掘調査の成果資料から建築工事により、室町時代の遺構の破壊が避けられない部分があると判

断されたため、財団法人京都市埋蔵文化財研究所が委託を受けて発掘調査を行うこととなった。

当地は史跡・名勝嵐山の範囲内に位置するため、遺構の検出状況によっては建物の設計変更等

による保存処置をとる必要があるため、文化庁文化財部記念物課、京都府教育委員会文化財保護課、

京都市文化財保護課による指導を受けながら調査を進めた。

－ � －

図１　調査位置図（１：2,500）



（２）調査の経過

当初、発掘調査は、試掘調査で確認した大規模な現代攪乱坑を避けて、遺構の遺存状態が比較

的良好と推定した２箇所に調査区を設定した。敷地西側を１区、東側を２区として、樹木の伐採

を行いながら重機掘削を行った。排土置き場が狭いために、重機による排土は４t ダンプトラック

ですべて場外に搬出した。

当初は、１区・２区合わせて約 260 ㎡の調査区を設定し調査を開始した。調査の途中で京都市

文化財保護課と協議し、２区を東側に拡張した。１区では、室町時代の南北方向の石組堀を検出し、

２区では南北方向の溝を検出した。調査の進展にあわせて、室町時代遺構面の全景写真や個別遺

構の写真撮影を行い、当初設定した調査区の記録作業を終了した。

その成果をふまえ、１区中央部には下層遺構の有無を確認するため断割りトレンチを設定した。

また、建物の設計変更に伴い再度協議した結果、追加調査として３〜５区を新たに設定した。３

区は敷地北端、５区は敷地東端の遺構の状況を知るため、そして４区は大規模攪乱の北端を確認

することを目的とした。さらに、断割りトレンチ部の北側は下層遺構の有無の確認のために面的

に掘下げを行い、追加調査分を終了した。

また、新たに建物の東部分で設計変更があったことから、再々度の協議を行い、第２次追加調

査として、敷地東端の遺構の状況を知るため、樹木伐採の後に６区を新たに設定し、最終的に

416 ㎡の調査を行った。

各調査区では、検出した遺構の全景写真・図面類作成の後に、順次遺構面の保護処置を行った

上で埋め戻した。具体的な処置として、堀は不織布で覆い、砂入りの土嚢を入れた。さらに遺構

－ � －

図２　調査前全景（東から） 図３　１区樹木伐採作業（北東から）

図４　１区作業風景（北西から） 図５　１区遺構面保護状況（東から）



面全体には山砂を約 20 ㎝の厚さで敷きつめ、保護層とした。さらにその上面に土嚢を２ｍ間隔で

配置し、遺構面の明示とした。

また、１区で検出した南北方向の大規模な堀は、遺構の性格を把握するために、北部と南端の

２箇所で、それぞれ約 1.5 ｍ分を掘り下げたにとどめた。なお、堀の完掘部分については、オル

ソ測量を行った。最後に、器材を搬出し、全ての調査を終了した。

２．調査地の位置と環境

（１）位置と歴史的環境
調査地は、丹波山地を流れる大堰川（保津川）が京都盆地に流れ込む地点である。小倉山・亀

山の南東麓にあたり、緩やかに東に傾斜する地形となり、また、北方の丹波山地の末端である朝

原山から南に向かってなだらかに下がった大堰川北岸の氾濫平野に位置する。古名を芹川と呼ば

れる瀬戸川が、鳥居本から清凉寺を経て天龍寺の東を南流し、桂川（大堰川の渡月橋以南）に合

流する。対岸には名勝として名高い嵐山が位置する。

京都市文化市民局が作成した遺跡地図台帳によれば、当地周辺では、縄文土器・弥生土器の出

土が確認されており、土地の利用がこの時期からなされていたとみられる。

古墳時代には、北方の山裾に朝原山古墳群・観空寺谷古墳群・鳥居本古墳群など後期の群集墳

が展開し、下位および低位段丘上には大覚寺古墳群や甲塚古墳など大型古墳も点在する。飛鳥時

代から奈良時代にかけての集落跡としては、嵯峨折戸町遺跡や嵯峨北堀町遺跡がある。

平安時代にはいると、桓武天皇の頃から皇族の遊猟地が設定され、嵯峨西庄・棲霞観・雄蔵山

荘など多くの別業・山荘が造営される。さらに、隣接地には檀林寺・観空寺・棲霞寺など寺院も続々

－ � －

図６　調査区配置図（１：400）



と建立されていく。平安時代前期の嵯峨の土地利用状況を示す『山城国葛野郡班田図
　１）

』には、檀

林寺と周辺の道路、耕作地や集落さらに大堰川などが描かれている。

鎌倉時代に作成された『嵯峨舎那院御領絵図
　２）

』には、舎那院とされる寺院や他の建物・道路・耕地・

溜池などがみられる。この図は、檀林寺など平安時代の寺院が廃絶した後の鎌倉時代初期におけ

る嵯峨の景観を示している

建長年間（1249 〜 1256 年）には、後嵯峨上皇が亀山の東麓に院御所である亀山殿を造営した

ことによりあたりの景観は一変する。この亀山殿は、後に亀山上皇の仙洞ともなる。『山城国嵯峨

亀山殿近辺屋敷地指図
　３）

』（図版８- １）によれば、亀山殿の周辺には浄金剛院・寿量院殿跡・薬草院跡・

芹河殿跡・河端殿御所など多くの建物が建ち並び、惣門前路・朱雀大路・作路などの道路が通る

様子がみえる。本調査区は、『山城国嵯峨亀山殿近辺屋敷地指図』によると、亀山殿と惣門前路を

はさんだ東側に位置する「芹河殿跡」およびその東側にあたるとみられる。

その後、亀山殿は廃絶し、その跡地に 1342 〜 1345 年にかけて天龍寺が建立された。『山城国

臨川寺領大井郷界畔絵図
　４）

』（図版８- ２）によれば、天龍寺の南には霊庇廟や神主家があり、北側

には雲居庵・金剛院・法華堂などがあり、東には臨川寺が位置し、出釈迦大路・造路などの道路

が通る様子がみえる。本調査区は『山城国臨川寺領大井郷界畔絵図』では、天龍寺の南に接する

霊庇廟の東側で「天龍寺領」または「在家」地の西側にあたると考えられる。

また、調査地の南に隣接して「小督塚」がある。平安時代後期、藤原成範の娘小督が宮中から

出奔し、嵯峨野に隠れ住んでいたと伝えられる古典
　５）

に因んで後世に造られたものである。

（２）既往の調査
天龍寺周辺では、これまでに多くの発掘・試掘・立会調査が実施されている。それら既往の調

査については、調査地点図と一覧表で示した（図７、表１）。

本調査地周辺での既往調査について概観してみる。

本調査区の 20 ｍ西に位置する調査 30 では、鎌倉時代の亀山殿の桟敷殿に伴う地業、室町時代

の天龍寺の霊庇廟の基壇の一部、東限の柵や溝などが検出されている。100 ｍ西に位置する調査

12 では、平安時代の庭園状遺構（園池・洲浜・景石の抜き穴）・焼土壙・ピット、室町時代の溝・

土壙、江戸時代のピットなどが検出されている。さらに、200 ｍ西に位置する調査 29 では、鎌

倉時代以前の庭園跡・掘立柱建物・溝・土壙、室町時代の土壙・焼け瓦溜・塀・堀、江戸時代の

礎石建物・塀・堀などが検出されている。

本調査区の 40 ｍ北に位置する調査 26 では、室町時代の柵列・土壙・整地層が検出され、土師

器・軒丸瓦などが出土している。60 ｍ北に位置する調査 27 では、室町時代の石組溝が検出され、

土師器・陶器・瓦類・石臼などが出土している。さらに、90 ｍ北に位置する調査 31 では、室町

時代の土壙・溝・石垣などが検出され、土師器・瓦器・焼締陶器・瓦などが出土している。また、

北東 100 ｍに位置する調査 24 では、平安時代の柱穴、鎌倉時代の濠、室町時代の濠・地業・竈

状遺構・柱穴・土壙、江戸時代の溝・柱穴・土壙などが検出されている。
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当該地周辺で実施された広域立会調査 18 では、広い範囲で平安時代の溝・土壙、鎌倉時代の柱穴・

溝・井戸、室町時代の柱穴・溝・井戸・土壙・石組遺構、桃山時代の土壙、江戸時代の溝・瓦溜

などが検出され、遺物も多く出土している。

このように、天龍寺を中心とした当該地周辺では、平安時代から江戸時代に至る各時代の遺構

や遺物が多数検出されており、特に室町時代の遺構密度が高いことが知られる。

註

１）	 『山城国葛野郡班田図』康和３年（1101）書写、原図は 10 世紀初頭頃作成。

２）	 『嵯峨舎那院御領絵図』建永２年（1207）作成。

３）	 『山城国嵯峨亀山殿近辺屋敷地指図』元徳元年（1329）作成。天龍寺所蔵。

４）	 『山城国臨川寺領大井郷界畔絵図』貞和３年（1347）作成。天龍寺所蔵。

５）	 『平家物語』卷第６「小督」。
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図７　周辺調査位置図（１：5,000）
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表１　周辺調査一覧表
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３．遺　　構

（１）基本層序（図８）
１区の近現代盛土層は、厚さ 1.2 〜 1.5 ｍある。この盛土は、既存建物に伴うものとそれ以前

の旧建物の２時期に分けられる。その下に、江戸時代後期以降とみられる厚さ 0.1 ｍ程度の褐灰

色から褐色の砂泥による整地層が広がる。その整地層の下には、にぶい黄褐色砂泥や暗褐色砂礫

の厚さ 0.1 ｍ程度の室町時代の整地層がある。後述する堀 60 より西側では、にぶい黄褐色の砂礫

層が拡がる。

２区は西壁および南壁では、１区と同様に近現代の盛土層が厚さ 1.2 〜 1.5 ｍあり、その下に

室町時代の遺構面が東に向かって緩やかに下がる。

３区は１区北部と同様で、近現代の盛土層が厚さ約 0.7 ｍある。室町時代の整地面が北に向かっ

て高まる。

４区は既存建物基礎の解体によりすべて攪乱となり、遺構は残っていない。大型の礫を含む地

山の明褐色系の砂礫層に達している。

５区は近現代の盛土層が 0.3 〜 0.4 ｍある。部分的に江戸時代の土壙やにぶい黄褐色砂泥の整

地層が残る。

６区は１区と同様の堆積がみられる。江戸時代後期の厚さ約 0.1 ｍの整地層の下に、室町時代

の整地層が約 0.1 ｍある。室町時代の遺構面は、周辺地形と同様に北側でやや高くなる。

（２）遺構の概要
室町時代から江戸時代の柱穴、石列、土壙、溝、堀、整地層などがある。１区では江戸時代の

建物および通路など、室町時代の遺構には堀や整地層などがある。また、鎌倉時代の建物跡も検

出した。２・３・５・６区では、室町時代の堀、溝、土壙、井戸、遺構面などを検出した。５・

６区では江戸時代の石室や遺構面の検出がある。

以下、これらの検出した遺構の概要を、調査区順に記述する。
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表２　遺構概要表
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図８　調査区断面図（１：50）
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図９　調査区実測図（１：200）



（３）１区の遺構（図版２、図９〜 14）

１区は、調査地の西半に位置する。調査区西側には室町時代の南北方向の堀がある。堀の東側は、

平坦な礫混じりの整地面が続き、小規模な土壙がわずかに散在する状況である。堀の西側は北西

に向かって高くなっていくが、上面は削平を受けている。

柱列Ｇ（図 10）  調査区西部の砂礫層上面で検出した。柱穴 49・54 〜 56 からなる。柱穴掘形

の直径約 0.5 ｍで、約 1.5 ｍ（５尺）間隔で４基が並ぶ。この柱列の方位は、北側で西に振れる

傾きをもつ。埋土は褐色から赤褐色の砂礫である。上面の削平が激しいために、柱穴底部のみの

検出となった。鎌倉時代とみられる。

堀 60（図版３、図 11 〜 13）  調査区西側に位置する。南北方向の石組堀で、埋土の重複状況か

ら３時期あることがわかる。当初の堀 60C は幅 2.7 ｍ、深さ 1.3 ｍの規模で、断面形は逆台形を

呈する。南端では、西壁に石材が５段遺存していたが、東壁の石組は抜き取られていた。底部に

は平坦な石が敷かれていた。埋土は大きく３層に分かれ、最下層は泥土の堆積層となっているので、

水が溜まっていた時期があったとみられる。堀 60B は幅 1.5 ｍ以上、深さ 0.6 ｍの規模で、断面

形は浅い皿形を呈する。堀内には高熱で焼けた瓦類が充填されている。最も新しい堀 60A は幅 1.9

ｍ、深さ 0.5 ｍの規模で、断面形は浅いＵ字形を呈する。中には礫が充填されている。これらの

堀 60A 〜 C は、東肩を重複しながら、造り替えられているとみられる。３区の拡張部を含めて、

南北方向に約 15 ｍ検出した。さらに南北両方向に延びるとみられる。堀 60B の埋土には平安時

代後期から室町時代後期の遺物が含まれている。

土壙 23　調査区の南西部に位置する。東側を攪乱で削平されるが、径約１ｍの円形とみられる。

埋土は黒褐色砂泥である。室町時代の遺物とともに、鎌倉時代の土師器皿が出土した。

石列 26・77（図版２、図 14）  調査区南部の中央寄りに位置する。ともに 0.3 〜 0.4 ｍ大の川
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図 10　１区柱列Ｇ実測図（１：40）
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図 11　１・３区堀 60 実測図（１：80）



原石を東西方向に並べる。南側に位置する石列 26 は、北側に面をもち、東西方向に約６ｍ、北側

の石列 77 は南側に面をもち、約６ｍ分を検出した。ともに東側で石の抜き取りが多くみられる。

方位はともに東側で北に振れる傾きである。石列は互いに並行で、その間隔は約 2.9 ｍあり、こ

の間は平坦な礫敷き状となっていることから通路とみられる。

漆喰貼り 17　石列 77 の北側に位置する。上面が平坦であることから、建物内の土間と考えら

れる。江戸時代後期以降とみられる。

溝 32　調査区西側に位置する。幅約 0.5 ｍ、長さ 11.8 ｍ以上、深さ約 0.2 ｍの南北方向の溝

である。溝内に小規模な柱穴が 15 基以上が不規則に並ぶ。埋土は暗褐色砂泥で瓦片を多く含む。

北で西に振る傾きとなっており、石列 26・77 と直交する角度である。布掘り構造の溝で、塀の

基礎とみられる。南部では堀 60 を壊して成立しているため、室町時代の土器類や瓦類が多く出土

する。江戸時代後期以降とみられる。
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図 12　１区堀 60C 南端実測図（１：40） 図 13　１区堀 60C 北部実測図（１：40）



（４）２区の遺構（図版４、図９）
２区は、１区の東側で、調査地の東寄りに位置する。

南北溝 43　調査区中央部に位置する。幅 0.45 ｍ、深さ 0.35 ｍの規模で、断面形はＵ字形を呈

する。埋土は暗褐色砂泥を主体とし、下層には、拳大の礫が多く含まれる。方位は北側で西に振

れる傾きである。江戸時代とみられる。

柱列Ｈ　調査区中央部に位置する。柱穴 36・37 が南北に２基が並ぶ。柱穴 36 は径 0.5 ｍ、深

さ 0.3 ｍあり、柱穴 37 は径 0.3 ｍ、深さ 0.2 ｍある。ともに埋土は褐色砂泥である。溝 43 の西

側 1.1 ｍに位置し、傾きは同様であることから溝 43 と同時期とみられる。

（５）３区の遺構（図版３、図９・11）
３区は、１区の北に接し、調査地の北西寄りに位置する。ここでは、１区の遺構面の北上がり

の傾斜が引き続きみられ、さらに北側に高まる地形を確認した。

堀 60（図版３、図 11）  １区で検出している堀 60 の北延長部分である。１区では、攪乱により

堀Ｂ部分の遺存状態が良くなかったが、３区では焼け瓦が堀に充満する状態が良好に検出できた。

ここでは堀がさらに調査区の北側に延びる状況を確認した。
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図 14　１区石列 26・77 実測図（１：40）



（６）４区の遺構（図版４、図９）

４区は、１区の北東にあたり、調査地の北東寄りに位置する。地表面は東に向かって下がる。

全域が既存建物の基礎解体による攪乱であった。地表下 1.4 〜 1.6 ｍで地山とみられる明褐色

系の砂礫層となる。この砂礫層中には、径１ｍ以上のチャート系の川原石も含まれる。

（７）５区の遺構（図版４、図９）
５区は、４区の東端に接し、調査地の東端北側に位置する。地表面は南に向かって下がる。

全体的に攪乱が多いが、部分的に２層の整地層が残存する。室町時代の整地層は 0.2 ｍの厚さ

があり、にぶい黄褐色砂泥が主体である。江戸時代の褐色砂泥の整地層からは、土師器の羽釜が

出土した。

土壙 104　調査区の中央東側で検出した。攪乱により南東半のみが残存する。平面形は円形と

みられ径 0.9 ｍ、深さ 0.1 ｍある。埋土はにぶい黄褐色砂泥が主体である。遺物は土師器皿が、

少量出土した。江戸時代とみられる。

（８）６区の遺構（図版４、図９・15）
６区は、５区の南端および２区の東端に接し、調査地の東端南側に位置する。

土壙 121　調査区南部に位置する。上部の北半を石室

119 により壊されている。平面形は円形とみられ径 1.7

ｍある。深さは 1.3 ｍ以上ある。埋土中に 0.5 ｍ大の石

材が多く含まれることから、井戸の可能性もある。埋土

は褐色砂泥が主体で小礫も多く含まれる。出土した遺物

から江戸時代とみられる。

石室 119（図 15）  調査区南寄りに位置する。攪乱によ

りほとんどが壊されているが、北東隅部分の石組７段が

わずかに残存する。掘形は東西 2.4 ｍ以上、南北 2.2 ｍ

あり、平面形は隅丸長方形と推測する。深さは 1.1 ｍある。

底部南東隅の柱穴 128 は支柱の据付穴とみられる。埋土

は褐色砂泥である。江戸時代とみられる。
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図 15　６区石室 119 石組



４．遺　　物

（１）遺物の概要
調査で出土した遺物は、整理箱に 45 箱である。平安時代から明治時代までのものがあるが、最

も多いのは室町時代のものである。瓦類が大半を占め、ほかには土器類・金属製品・石製品・ガ

ラス製品などがある。土器類の出土は少なく、土師器・瓦器・焼締陶器・施釉陶器・輸入陶磁器

などが含まれる。１区では遺構保存のため室町時代の整地層および大規模な堀は一部のみの掘下

げとなったため、遺物の総量は多くない。しかし、瓦類は多く出土したため、軒瓦などを中心に

選択して取り上げた。

（２）土器類（図版５、図 16）
平安時代から鎌倉時代

平安時代から鎌倉時代の出土遺物には、土師器、須恵器、瓦器、施釉陶器、焼締陶器、輸入青磁・

青白磁などがある。これらの土器類は、当該時代の遺構に伴うものではなく、室町時代の遺構な

どから出土している。いずれも細片となっている。

土師器皿（24・25）  白色系の皿 S で、24 は口径 10.5 ㎝の中型、25 は口径 14.2 ㎝の大型である。

内外面はナデ調整、口縁部外面は１段凹みナデを残す。ともに胎土は砂粒を少量含み、灰白色を

呈する。焼成は良好である。１区の土壙 23 から出土した。京都Ⅵ期新相〜Ⅶ期古相に属する
　１）

。他

には小片で図示しなかったが、口縁部外面が２段凹みナデ調整のⅣ期に属する土師器皿も含まれ

ている。

瓦器鍋（20）  受部が「く」字形を呈する。体部外面はオサエ調整時の指頭痕がつく。内面はハ
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表３　遺物概要表



ケメ調整する。胎土は砂粒を少量含み、灰白色を呈する。焼成は良好である。13 世紀に属する。

１区堀 60C から出土した。

青磁皿（22）  口径 9.8 ㎝、高さ 1.8 ㎝ある。外反する短い体部をもつ。内面底にはクシで文様

を彫り込む。底部付近には回転ケズリがみられる。胎土は灰色で、オリーブ灰色の釉が掛かる。

同安窯系とみられる。13 世紀に属する。１区堀 60A から出土した。

青白磁合子蓋（23）  口径 10 ㎝弱で、残器高は 1.7 ㎝ある。なだらかな傾斜の上面を浅く彫り込み、

花弁状とする。内面端部内側には低い返りをもつ。胎土は灰白色で、明青灰色の釉が掛かる。中

国南方産とみられる。13 世紀に属する。１区堀 60C から出土した。

室町時代

室町時代の出土遺物には、土師器皿、瓦器鍋・羽釜・火鉢、常滑産甕、信楽産擂鉢、瀬戸美濃

産陶器（大窯製品）、輸入青磁椀などがある。いずれも後期に属する。

土師器皿（１〜 16）  ほとんどが白色系の皿 S で、赤色系の皿 N はごくわずかである。皿 S は

口径により小型（１〜４・８〜 12）・中型（13）・大型（５〜７・14 〜 16）の３種類に分類でき

る。小口径のいわゆるヘソ皿から直径 15 〜 16 ㎝程の大型のものまである。胎土は砂粒を少量含み、
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図 16　出土土器類実測図（１：４）



灰白色からにぶい橙色を呈する。焼成はおおむね良好である。京都Ⅸ期中相〜新相に属する。３・

４は口縁端部に煤が付着する。１〜６は堀 60A、７は堀 60B、８〜 16 は堀 60C からの出土である。

ほとんど時期差がみられない。

土師器火舎（17）  直立する体部上方に、二条の突帯をめぐらせ、その間にスタンプ文を配置する。

内面は横ナデ調整、外面は丁寧なヘラミガキを施す。胎土は砂粒を少量含み、外面はにぶい橙色、

内面は暗灰色を呈する。焼成は良好である。15 世紀に属する。１区堀 60A から出土した。

瓦器鍋（18）  受部は短くなり、端部の上部は内湾している。外面にユビオサエの痕跡が明瞭に

残る。内面をハケメ調整する。外面には煤が付着する。胎土は砂粒を少量含み、灰オリーブ色を

呈する。焼成は良好である。15 世紀に属する。１区堀 60C から出土した。

瓦器羽釜（19）  中型で口径 21.8 ㎝ある。体部の上部に鍔を貼り付ける。体部外面はオサエ調

整時の指頭痕が明瞭につく。内面はハケメで平滑に調整する。外面には煤が付着する。胎土は砂

粒を少量含み、にぶい黄橙色を呈する。焼成は良好である。15 世紀に属する。１区堀 60A から

出土した。

灰釉陶器鉢（21）  大きく外上方に延びる体部をもつ。内外面は回転ナデ、外面下半にはケズリ。

内面と外面上半に灰オリーブ色の釉が掛かる。胎土は砂粒を少量含み、灰色を呈する。いわゆる

古瀬戸である。15 世紀に属する。１区堀 60C から出土した。

江戸時代

江戸時代の出土遺物には、土師器皿、瓦器火鉢、信楽産擂鉢、釘、砥石、貝類などがある。お

もに整地層からの出土であり少量である。

土師器皿（26）  白色系の皿 S である。中型の丸底である。内外面ともナデ、体部外面の下半は

ユビオサエが残る。胎土は砂粒を少量含み、橙色を呈する。焼成は良好である。京都Ⅻ期に属する。

６区の土壙 121 から出土した。

土師器羽釜（27）  口縁端部は内上方へ突出して返りがある。内外面はナデ調整。胎土は砂粒を

少量含み、橙色を呈する。焼成は良好である。胴部中位に鍔が付けられるとみられる。江戸時代

前期に属する。５区の整地層から出土した。

（３）瓦類（図版６・７、図 17・18）
室町時代後期の堀 60 からは、大量の瓦類が出土している。瓦類には軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平

瓦、鬼瓦、雁振瓦、 などがある。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦（28）  一段と高い中房に「卍」字を陽刻し、内区には小振りの複弁を配

する。花弁の輪郭線は互いに連結し、細い界線の内側にやや大粒の珠文を配する。瓦当部の成形

は接合式で、裏面はオサエ調整である。胎土は砂粒を多く含み、青灰色を呈する。焼成はやや軟

質である。同文品は広隆寺旧境内
　２）

や天龍寺境内
　３）

での出土がある。平安時代後期に属する。１区堀

60A から出土した。

文字文軒丸瓦（29）  細い界線の外に、小粒の珠文を密に配する。内区には文字の一部がみられ
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る。周辺での出土例から銘は「天龍寺」とみられる。瓦当面にはハナレ砂が付着する。胎土は砂

粒を少量含み、暗灰色を呈する。焼成は良好である。同文品が天龍寺境内
　４）

で出土している。１区

堀 60A から出土した。

巴文軒丸瓦（30）  左巻きの三巴文で、珠文はもたない。巴の尾は半周して界線となる。瓦当外

周と裏面は丁寧にナデ調整する。丸瓦凸面は縦方向のヘラミガキ。瓦当裏面の下半は横方向にナデ。

胎土は砂粒を多く量含み、灰色を呈する。焼成は良好である。１区堀 60C から出土した。

菊花唐草文軒平瓦（31 〜 34）  33 は中央部、31・32 は左半、34 は右半である。中心飾りは５

弁の半裁菊花文を凸線で表す。唐草は中心飾りの下部からのび、独立して左右に３反転する。瓦
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図 17　出土瓦類拓影・実測図（１：４）



当外周と側面はナデ調整を施す。瓦当面にはハナレ砂

が付着する。胎土は白粒子を多く含み、灰白色を呈す

る。焼成は良好である。天龍寺境内
　５）

や鹿苑寺境内
　６）

など

で出土例がある。１区堀 60A から出土した。

（35・36）  ともに小破片であるが、35 は厚さ 4.5

㎝、36 は厚さ 4.7 ㎝ある。全面にナデ調整を施してい

る。胎土は砂粒を多く量含み、色調は灰黄色を呈する。

上下面は黒色に燻される。破片のため、一辺の長さは

不明である。35 は堀 60A から、36 は堀 60C から出土した。

鬼瓦（37 〜 40）  37 は右側の周縁部である。平坦な周縁部に２条の凹線、凹線内には円形のス

タンプを連続して捺す。周縁帯の内側は立体的な鬼面の一部が表される。両面ともケズリとナデ

で調整する。胎土は砂粒を多く量含み、色調は橙色を呈する。38 は立体的な造形であるが、部位

は不明である。両面ともケズリとナデで調整する。胎土は砂粒を多く量含み、色調は橙色を呈する。

39 は立体的に目の周辺を表現する。両面ともケズリとナデで調整する。胎土は砂粒を多く量含み、

色調は橙色を呈する。40 は円錐状で先端部が一方にやや曲がる。長さは 8.4 ㎝ある。角もしくは

牙の一部の可能性がある。ケズリとナデで調整する。胎土は砂粒を多く量含み、色調は橙色を呈

する。１区堀 60A から出土した。

刻印瓦（41 〜 44）  刻印が捺された瓦やヘラ書きのある瓦が少量出土した。41 は菊花状の刻印

を平瓦の側縁に捺す。42 は○状の刻印が丸瓦外面の玉縁側段部に捺される。43・44 はヘラ書き

による。43 は横方向の１本線、44 は横方向に短く２点が描かれる。42 〜 44 は丸瓦外面の玉縁

側段部に施される。42 〜 44 は堀 60A から、41 は１区溝 32 から出土した。

焼け瓦（図版７）  出土した瓦類の中には、二次被熱を受けているものも多くみられる。高熱を

浴びて色が赤変するものに加え、瓦と瓦が溶着するものや、変形するものも多く含まれている。

１区堀 60A から出土した。室町時代の大規模な火災の跡を示す資料である。

（４）その他の遺物（図 19）
その他の遺物には、少量ではあるが金属製品、石製品、ガラス製品、

動物遺体などがある。

金属製品には笄、小刀、飾り金具、釘、銭貨などがある。

笄（45）  胴部は平たく、先端部は細くなり尖る。全体的に腐蝕が進

んでおり、表面の状態は良くない。残存長は 19.0 ㎝、残存幅は 1.3 ㎝、

厚さ 0.17 ㎝。胴部には幅 0.4 ㎝、長さ 4.8 ㎝の長方形の孔が開く。頭

部は先端が曲がり、耳かき状を呈する。室町時代のものとみられる。

６区の江戸時代の土壙 121 から出土した。

図示しなかったが、石製品には碁石がある。１区の江戸時代の土坑
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図 18　出土刻印瓦拓影（１：２）

図 19　土壙 121 出土笄
写真・実測図（１：４）
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89 から出土した。

動物遺体には貝類がある。内訳はサザエ、アワビ、アカガイ、ハマグリ、シジミなどがあった。

他には魚類の骨も確認している。１区の土壙 11・14 などから出土している。
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５．ま  と  め
今回検出した室町時代の遺構面は、標高約 36.5 ｍであった。西に位置する調査 30 では、北側

約 38.5 ｍと南側約 37 ｍの２段の地形が検出されていたが、今回はその低い方に相当する。周辺

の現地形と同様に室町時代の遺構面は、北と西に向かって高くなることがわかるなど当地の変遷

の概略を知ることができた。

以下では、検出した遺構を時代順に述べ、その成果を簡単にまとめたい。

（１）当地周辺の変遷
既に述べた通り、調査で検出した遺構は、鎌倉時代・室町時代・江戸時代とそれ以降の３期に

まとめられる。今回は平安時代の遺物は出土したが、遺構は検出できなかった。

鎌倉時代の遺構　西部で検出した南北方向の柱列 G は、北でやや西側に振れる方位をもつ。こ

の方位は、以前の調査 30 で検出している亀山殿の桟敷殿地業単位と同様の方位であり、鎌倉時

代の地割りに規制された建造物の可能性がある。柱列Ｇはさらに北側に延長するとみられる。こ

の時期の『山城国嵯峨亀山殿近辺屋敷地指図』に記載される亀山殿東限の塀となる可能性もある。

出土した輸入磁器などの遺物は、この時期のものである。周辺での遺構や遺物の検出例も多く、

北東 100 ｍの調査 24 では、東西方向の濠（西で南側に振れる方位）、他には調査 18 でも南北方

向の溝や石組井戸などを検出しており、鎌倉時代の遺構密度が比較的高い地域に属する。

室町時代の遺構　この時期の遺構は少ないが、南北方向の大型の堀 60 を検出した。この堀は、

石組の構造で底部にも石が敷かれており、堀内には水が溜まっていた時期があったことも判明し

た。この堀は３時期あり、東肩を踏襲しながら段階的に規模を縮小していくことがわかった。また、

堀は調査区の南北方向に延びていくことが推定され、その方位は天龍寺の伽藍配置と同一の正方

位であることもわかった。

史料によれば、天龍寺は 15 世紀中頃の文安４年
　１）

（1447）、応仁２年
　２）

（1468）に大規模な火災

にみまわれている。当初の堀 60C の底部から出土した土師器皿の年代は、15 世紀半ばから後半

にあたり、堀が完全に埋没する段階の堀 60A から出土した土師器皿も時期差はほとんど認められ

ないことから、堀が短期間に修復・埋没を繰り返したとみられ、火災の記録とも一致したものと

思われる。また、堀 60B に充満する大量の焼け瓦はそれを補完している。これらの瓦は、周辺の

瓦葺き建物や、 敷きの仏堂に使用されていたとみられる。

南北方向の堀 60 の東側一帯は、平坦で礫混じりの整地層が広がり、遺構密度が極端に低い状況

にある。この広場状ともいえる空間は『山城国臨川寺領大井郷界畔絵図』に記載される霊庇廟鳥

居前の空閑地にあたるとみられる。西側の調査 30 で検出された霊庇廟に関連する地業上面のレベ

ルは、当地より約 1.5 ｍ高くなっており、霊庇廟に向かって東から西になだらかに高まっていく

状況が復元できる。

江戸時代からそれ以降の遺構　南北方向の塀、東西方向の通路、北側の建物は、大堰川北岸に

並ぶ宅地に関連する可能性がある。『嵯峨周辺地籍図
　３）

』には、この地点周辺にも都市特有の短冊形
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地割りがみられる。

なお、東側道路の調査 18 では、平安時代の遺構や遺物を検出していたが、今回は平安時代の遺

構を確認できなかった。平安時代後期の遺物が室町時代の遺構から少量出土したにとどまった。

また、調査地の標高は、東端が東側道路と同様の約 36.5 ｍであり、それ以外のほとんどの部分

は 38 ｍ前後と約 1.5 ｍの高まりをみせていたが、この盛り上がりは、近代になってからの盛土で

あることが判明した。南側には名勝である嵐山や大堰川が位置することから、南への眺望をより

良くするために高く盛土を行ったものとみられる。

（２）調査地東側の現南北道路に関して
『山城国臨川寺領大井郷界畔絵図』（図版８- ２）は、14 世紀中葉の嵯峨の様子を描いており、

天龍寺の南側に霊庇廟や神主家があり、東には臨川寺が位置し、出釈迦大路、造路などの道路が

通る様子がみえる。その中には、天龍寺南門から旧渡月橋に続く道路が描かれており、その南延

長上の大堰川対岸には神社の記載がある。これに対して、調査地東側に接する現在の南北道路の

南延長上の、大堰川一ノ井堰の対岸には、櫟谷・宗像神社が位置している。『山城国臨川寺領大井

郷界畔絵図』に記載される北岸の南北道路および南岸の神社と、現在の南北道路および櫟谷・宗

像神社の両者は、ほぼ同一の位置関係と推測できる。

調査地東側の現南北道路の北方で実施した調査 27 では、室町時代の東西方向の石組暗渠を検出

している。また、この現道路における調査 18 では、室町時代の堅く締まった堆積層を南北方向に

連続して検出している。この東西方向暗渠や連続した堅い堆積層は室町時代の南北道路を示すも

のであると想定できる。

このことから、調査地東側の現在の南北道路は、絵図に記載されている南北道路をおおむね踏

襲していると考えられる。

（３）堀に関して
今回検出した室町時代の堀 60 は、幅に対して底部が比較的深く掘られており、その断面形は逆

台形を呈しており、防御的な性格が強いとされるものである。この堀に類似する例としては、本

圀寺跡・室町殿跡・相国寺旧境内・山科本願寺跡・京都御苑内などの例がある
　４）

。前述したように、

堀は当初石組護岸が施されていたが、短期間に埋没・造り替えを繰り返したとみられ、天龍寺お

よび周辺が室町時代後半に複数の火災や戦乱にみまわれたことを物語っている。

天龍寺周辺での既往調査においても、室町時代に属する堀（溝・濠）の検出例は多い。以下、

主なものを概観しておく。

調査 24 では、東西方向の石垣を伴う大規模な濠１を検出している。幅 2.7 〜 4.6 ｍ、深さ 1.2

ｍ前後、断面は逆台形を呈する。埋土の上層は砂泥層、中層は砂層、下層は泥土質で、中層の時

期には比較的速い流れがあったとみられる。

調査 31 では、狭い範囲の中で、東西方向２条・南北方向３条の濠または溝を検出している。東
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西方向には、濠 12 がある。幅 1.5 ｍ以上、深さ 1.3 ｍ、断面は逆台形を呈する。底部から 15 世

紀の土師器が出土した。流水の痕跡はないことから空堀とみられる。濠 20 は幅４ｍ以内、深さ 1.5

ｍ、石組施設があり、断面はＶ字形の薬研堀である。濠 32 が廃絶した後に造られる。南北方向に

は、溝 28 がある。幅 2.5 ｍ、深さ 1.5 ｍ、南北 12 ｍにわたって検出されている。断面はＶ字形。

空堀とみられる。溝 24 は幅１ｍ、深さ 0.3 ｍ、断面は浅い逆台形を呈する。３時期の溝が重複す

るが、大きな時期差は認められない。２時期目は護岸の石列があり、最上層には焼土が堆積する。

やや東に振れる方位をもつ。濠 32 は幅３ｍ、深さ 1.2 ｍ、断面が逆台形のを呈する。空堀とみら

れる。溝 24 より新しい。『山城国臨川寺領大井郷界畔絵図』に記載される「神主家」の西限の可

能性が考えられている。溝 28 は今回の堀 60 と同様の造り替えがある。

調査 30 では、後期の溝 33 がある。幅２〜３ｍ、深さ１ｍ前後、やや西側に弧を描く様に南北

16 ｍにわたって検出されている。断面はＶ字形の薬研堀である。埋土の状況から短期間で埋まっ

ていることがわかる。

調査 29 では、北東から南西方向の堀 260 がある。幅３ｍ以上、深さ 1.8 ｍ、断面はＶ字形を

呈する。底部から 15 世紀中頃〜 16 世紀初頭頃の遺物が出土した。戦国時代の防御用の堀とみら

れる。

付近一帯を対象とした広域立会調査 18 によっても、複数の溝（堀）を確認した。溝 130 は南

北方向で、幅 0.8 ｍ、深さ 0.9 ｍ。溝 153 は南北方向で、幅 1.2 ｍ以上、深さ 1.9 ｍの規模である。

溝 164 は南北方向で、幅 3.3 ｍ、深さ 0.7 ｍあり、断面は逆台形を呈する大型の堀である。

これらの堀（溝・濠）は、いずれも絵図に記載がないが、相互に関連する部分があるとみられる。

山科本願寺跡においても最近の調査で新たに堀が発見された事例などもあり、現段階での資料か

らは、天龍寺周辺における堀の配置が不明な部分が多いため復元が困難であるが、今後の資料の

増加をもって再考したい。

今回検出した堀は大規模であり、大きさから考えると霊庇廟と天龍寺を一緒に取り囲む区画の

東限の堀と推測できる。なお、今回の堀の規模や形状は、天龍寺東門北側の現在機能している天

龍寺東限の堀とおおむね同様である。

註

１）	 『臥雲日件録抜尤』文安四年七月五日条「雲居庵のみを残し七堂・西廊が消失した」

２）	 『碧山日録』応仁二年九月一六日条「兵火で天竜寺・臨川寺を含め一帯が灰燼に帰した」

３）	 福島克彦編『都とともに－大山崎と洛外の街－』  大山崎町歴史資料館　2004 年。明治 32 年（1899）

頃の様子が描かれている。

４）	 京都市内で、同様の形態の堀の検出例があり、寺院周辺では多数検出されている。堀の時期は応仁

から天文年間に多く、この時期の京都周辺の緊張感の高まりを示すものである。
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